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構想検討内容

下水道計画区域内の未整備区域について、整備手法の検討を実施。

・市街化区域は、人口密度及び家屋の立地状況から下水道の

整備を行う。

・市街化調整区域は、区域ごとに下水道と合併浄化槽による

整備手法を、建設費と維持管理費による費用比較を行い

整備手法を設定。

平成29年度 下水道全体計画見直し 計画区域 新旧対照

① 既計画 ② 見直し ③ 区域縮小

H22年度 H29年度 ①－②

東部処理区 4,027 ha 3,884 ha 143 ha

馬淵川処理区 1,723 ha 1,636 ha 87 ha

計画面積計 5,750 ha 5,520 ha 230 ha


